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〜324億6千万、昨年度比1.7％増〜
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【歳入】：個人市民税や法人税等は減少
しましたが、子ども手当の創設により現
行の児童手当との差額分１６億５千万円
の国庫支出金が増加し、1.7％増の予算
となりました。
　また、受益者負担の見直しが行なわ
れ、近隣センター使用料、ゴミの持ち込
み手数料等が改定され、使用料及び手
数料が、前年度６８８９万円増となりま
した。

【歳出】：子ども関係の予算が拡充され
たところがポイントです。子ども手当の
支給２３億９５４０万円を筆頭に、放課後
対策事業・あびっ子クラブ５２３万円（
根戸小で市内２校目のオープン予定）/

学童保育室開園時間繰り上げ６７万円
（休日の開園を７時４５分からに）/児童医
療費助成事業の拡大２０００万円（8/1か
ら通院費を小学校６年生まで拡大）が上げら
れます。
　安全・安心対策に関して挙げますと…
・柴崎流域整備事業４６３９万円（後田樋管
の用地取得をし水路幅を広げる雨水排水施設整備）
・緊急浸水対策事業２０００万円
・小中学校体育館耐震補強１３６５万円
・新型インフルエンザ対策３８３万円
・小学校校庭芝生化事業５０万円
・生涯学習センター地球温暖化対策事
業９６０万円（太陽光発電施設整備）
が予算計上されました。
　また、基本構想見直し関連予算もあります。

　

～子ども関連、安全・安心対策に重点～
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＜我孫子市議会議員甲斐俊光　議会レポート1６＞
「選択的夫婦別姓制度」法制化に反対！

☆☆『生き甲斐、やり甲斐、育て甲斐』『生き甲斐、やり甲斐、育て甲斐』
　　市政への疑問をどうぞ。必ず返信します市政への疑問をどうぞ。必ず返信します↓↓

一寸一言

○「活動ブログ」365日更新中！○

　平成22年３月議会で提出された主な議案、陳情/請願の採決
　陳情／請願で、賛成したのは…
・陳情26の１　水害被災・税免除　11-16（否決）
・陳情27　我孫子駅自由通路延期　24-3
・請願31　夫婦別姓制度反対の意見書を
求める請願　11-16（否決）
・請願30　UR賃貸住宅安定　27-0
・請願32　貸金業法完全実施　27-0
　私が反対したのは…
・陳情25　我孫子駅自由通路反対　12-15（否決）
・陳情31　議会報告会開催要求　10-17（否決）
・慰安婦問題の早期解決を求める請願　16-11（可決）
という結果になり、議員各自判断が分かれました。

■主な採決結果は以下（賛成数-反対数）
・議案３　市民プラザ条例改正　16-11
・議案４　集会施設条例改正　15-12
・議案11　公民館条例改正　16-11
・議案12　五本松運動広場条例制定16-11
・議案13　市民体育館条例改正　16-11
・議案27　平成22年度一般会計予算　17-10
・議案２　使用料条例改正　15-12
・議案６　学童保育室条例改正　23-4
・議案18　手数料条例改正　25-2
・議案20　東葛事務組合規約改正　21-6
＊議案に関しては、私は全て賛成し可決されました。
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2007年：我孫子市議会議員初当選

◎趣　味；ランニング、読書（漫画も）
◎はまっていること；ラーメン食べ歩き、ツイッター
◎特　技；男の料理、テニス、野球

　　　　　　　　■「夫婦別姓」問題や「慰安婦」問
題で関連書籍、記事を数多く読みました。まだ
まだ、我々世代は日本の歴史について勉強が
たりないようです。権威ある意見に振り回される
事なく、自分の頭で考えることが必要です。
■最近、クラウドコンピューターの可能性に興味が
あります。ただ、我孫子市内ですとWifiが使える場
所がアビスタやマクドナルドなど限られており、
WiMAXもまだ普及が進んでおらず、道のりは厳しそ

うです。（＾＾；許されれば、Ustreamで委員会を実況
中継をしてもいいのですが…。それに代わるtwitter
でいち早い議会、行政の情報提供と、市民の皆様
とのつながりを大切にしたいと思います。
■自転車用のメッセンジャーバッグを手に入れて、
自転車生活が快適になりました。資料と本をバッグ
に入れて議会に通ってます！
　　　＊ブログの携帯サイトへ→
　

■『「選択的夫婦別姓制度」の法制化
に反対する意見書の採択を求める請
願』が総務企画常任委員会で話し合
われ、私が紹介議員として４点の立場
から夫婦別姓反対の説明をしました。
（１）大多数の国民が望んでいない。内
閣府の調査によると国民の６０.１％
が反対、実際に別姓制度が施行され
ても別姓をするという方は７．６％し
かいない。日本は家族を重視するファ
ミリーネーム制度なので、外国の父系
血筋を姓とする制度とは違うので、日
本への制度導入に違和感がある。

（２）親や子の利益にならない。６６.
２％の国民が「子どもに悪影響」と考
え、子どもの６６.４％が「イヤだ」と考
えていて、わずか２.２％のみが「よい」
と答えている。
（３）家族崩壊の恐れがある。個人の好
みで姓を選ぶような行きすぎた個人
主義は、家族の繋がりを希薄にし、離
婚率、事実婚の増大、児童虐待、DV等
の家族問題多発につながる恐れがある。
（４）通称使用の拡充で十分である！
　私は、何よりも子どもの利益になら
ない法制化に反対していきます。
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